
「エンジニアというお仕事だけに限らないと思いますが、楽しいことや嬉しいこと以外にも大変なこと
や、時に辛いことだってあります。ただそんな中でも、数人の力で何百万人に価値や影響を与えること
ができるのがエンジニアだと思います。だからエンジニアは最高におもしろい仕事です！」
都会に行かなくても、佐渡でITやエンジニアの仕事に挑戦できる可能性は広がっています。佐藤さんの
推しごとは「人に価値を提供し続けること」。「自分の“好き“を突き詰めれば、必ず誰かの役に立つ。
佐渡でも、世界でも、やりたいことに挑戦してみてください」佐渡でエンジニアをめざす人へ、まっす
ぐなエールを送ってくれました。

投票は公式LINEから

「もっとスキルを高めたくて、パソコンを開いたことが始まりでした」そ
う話す佐藤さんは前職はマクドナルドで副店長をされていたそうです。
そこから勉強をして知識を広げ、実際の仕事へと繋げていきました。飲食
業界から未経験で転職した佐藤さんが仕事で大切にしていることは、顧客
にとって本当に価値のあることが何なのかを一番に考えているそうです。
「アプリを使うユーザーが何を求めているのか、アプリを提供する顧客が
何をユーザーに届けたいのかを考える。カスタマーファーストです」

島の推しごと
グランプリについて

Topic 02

佐藤　真志さん

佐渡で暮らしながら、プログラミングやネットワークの知識を使って
webアプリケーションやwebサイトを作るお仕事をしている佐藤真志さ
ん。普段は目に見えにくいけれど、とても大切な役割を担っています。

Topic 01 佐渡で暮らすエンジニアのお仕事

エンジニアをめざしたきっかけ

佐渡でエンジニアをめざす人へTopic 06

(株)PRUM　佐渡オフィス

Topic 03 働いて変わったこと

「コミュニケーション力が上がりました。人に感謝する気持ちも強くなっ
たし、自責思考で内省する癖がつくようになりました」エンジニアの仕事
は一人で黙々と進めるイメージもありますが、実際には仲間との協力や相
手の気持ちを考える姿勢がとても大事だと話します。

Topic 04
「とにかく人に頼ることが解決のカギ。そのために、
助けてもらえる人になろうと努力しています」
 技術力だけでなく、人とのつながりが大きな支えにな
っていることが伝わってきます。

困難に直面したときは？ Topic 05 やりがいを感じた瞬間
短期間でアプリを制作したプロジェクトの話で
は、「完成したときにお客さんから感謝の言葉を
もらえたのがとてもうれしかった。大変だったけ
ど、やりがいを感じました」と笑顔で振り返りま
す。

(株)PRUMのHP

島の推しごとグランプリ：エントリー者高校生インタビュー


